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【緒論】医学・医療分野において，簡便かつ非侵襲な位置選択的温度計測技術の確立が切望され

ている．我々の研究グループでは，残光体微粒子をプローブとして用いることで，分光計測に基

づく生体深部の温度センシングの確立を目指している．1,2 近赤外領域は「生体の窓」と呼ばれ，

生体細胞における光透過性が比較的良好なことが知られている．我々はプローブとして，低毒性

かつ顕著な残光を示すジルコニア（ZrO2）に着目し，材料創製や光物性の研究を推進してきた．
3,4 本研究では，ドーピングによる発光および残光波長の長波長化を検討した． 

【実験方法】調査試料として，0.1 mol%および 1 mol%の Sm3+をドープした ZrO2粉末を準備した．

発光および励起スペクトルは Xe ランプを光源とした蛍光分光光度計により測定した．残光およ

びトラップの評価には，クライオスタットを設置した蛍光分光光度計などを用いた． 

【結果・考察】ノンドープの単斜晶系 ZrO2は，約 480 nmに発光ピークと約 280 nmに励起ピーク

が観測され，さらに UV照射により淡青色残光を示す．4 本研究において，Sm3+ドープ ZrO2（0.1 

mol%）からは 480 nm付近のブロードな発光に加え，約 570‒670 nmの波長領域に Sm3+の f‒f遷移

に由来する複数のシャープなピークが出現した（Fig. 1a）．また，この試料に紫外線（UV）照射中

と照射後，白色の顕著な発光および残光が確認された（Fig. 1b, c）．加えて，Sm3+ドープ試料から

赤色領域における残光曲線が得られたことから（インセット），ZrO2試料の合成条件やドーパント

選択により，赤色～近赤外発光を示す ZrO2残光体が得られる可能性がある．さらに，Sm3+-1 mol%

ドープ試料において赤色発光・残光が観測された．この詳細については，当日発表予定である． 
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FIG. 1. Photoluminescence (PL) and PL excitation (PLE) spectra in the Sm3+-doped ZrO2 sample (a) and afterglow curve 

(inset). The solid and dashed spectra correspond to PL and PLE, respectively. The small peaks indicated by asterisk are 

artificial. The ZrO2 sample under UV-lamp (@254 nm) (b) and after the UV-irradiation (c), respectively.  
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